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　　　　　　一
種
格
付
け
は
抜
本
的
見
直
し
の
方
向

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
改
正
を
検
討
し
て
き
た
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
の
第
七
回
検
討
委
員
会
で
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
中
間
取
り
ま
と
め
　（　）案
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
説

明
会
が
七
月
八
日
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
協
議
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
同
委
員
会
は
、
昨
年
十
月
一
日
に
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局

内
に
設
置
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
全
木
連
は
、
第
一
回
検
討
委
員
会
か
ら
傍
聴
人
と
し
て
出
席
し
、

審
議
内
容
等
に
つ
い
て
そ
の
つ
ど
会
員
に
報
告
し
て
き
た
。

　
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
関
連
事
案
に
つ
い
て
は
、
全
木
連
部
内
関
係
者
に

よ
り
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
林
野
庁
木
材
課

の
協
力
を
得
る
等
し
て
、
林
産
関
係
部
門
か
ら
の
委
員
を
通
じ
て
、

意
見
・
提
案
を
行
っ
て
き
た
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
今
回
の
中
間
報
告
　（　）案
に
つ
い
て
、
別
掲
の

と
お
り
、
七
月
二
十
日
の
東
京
会
場
を
皮
切
り
に
八
月
五
日
の
熊

本
会
場
ま
で
九
会
場
で
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
林
産
物
の
関
係
項
目
に
係
る
中
間
取
り
ま
と
め
概
要
は
、
次
の

と
お
り
。

規
格
の
性
格
に
つ
い
て

①
品
質
や
生
産
プ
ロ
セ
ス
等
の
特
色
を

相
当
程
度
明
確
化
し
た
「
特
色
規
格
」

か
、
②
生
産
、
取
引
又
は
使
用
の
合
理

化
、
ま
が
い
物
の
防
止
等
の
観
点
か
ら

標
準
と
な
る
定
義
、
品
質
を
示
し
た

「
標
準
規
格
」
か
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
制
定
・
見
直
し
。

２
、
新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

○
登
録
認
定
機
関
に
認
定
さ
れ
た
事
業

者
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
等
の
方
法
で
一

部
の
義
務
表
示
事
項
の
表
示
を
行
う
こ

と
を
認
め
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
を
検
討

○
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
推
進
等
の
観

点
か
ら
、「
生
産
」
だ
け
で
な
く
「
流
通
」

の
方
法
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る
Ｊ

Ａ
Ｓ
規
格
の
制
定
を
可
能
と
す
る
制
度

を
検
討

○
品
目
横
断
的
な
品
質
又
は
生
産
プ
ロ

セ
ス
等
の
特
色
を
有
す
る
新
た
な
タ
イ

プ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
制
定
に
つ
い
て
、

国
家
規
格
と
し
て
の
必
要
性
、
他
法
令

と
の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応

３
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の
あ
り
方

○
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
に
よ
り
保
障
さ
れ
た

内
容
を
消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
示
す

た
め
、「
特
色
規
格
」
の
内
容
を
Ｊ
Ａ
Ｓ

マ
ー
ク
に
近
接
し
て
強
調
表
示
す
る
こ

と
を
推
奨

○
マ
ー
ク
の
不
正
使
用
防
止
等
の
手
段

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
に
登
録
認
定

機
関
名
を
併
記

４
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
制
定
・
見
直
し
の

基
準
へ
の
反
映

一
面
　　Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
あ
り
方
　　

四
面
　　景
況
調
査
　　　

二
面
　
に
関
す
る
中
間
報
告

三
面
　
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果

　
　
　
第
三
十
二
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会

｝

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
あ
り
方
検
討
会

中
間
取
り
ま
と
め
の
概
要

（
林
産
物
の
関
係
項
目
を
抜
粋
）

　Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
あ
り
方

１
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
明

確
化

○
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
趣
旨
・
内
容
を
わ
か

り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
個
々
の

○
１
か
ら
３
ま
で
の
考
え
方
を
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
の
制
定
・
見
直
し
の
基
準
へ
反
映

○
規
格
の
廃
止
を
検
討
す
る
基
準
を

「
格
付
率
が
著
し
く
低
い
」
等
か
ら

「
特
色
規
格
又
は
標
準
規
格
と
し
て
コ

ン
セ
プ
ト
の
明
確
化
が
困
難
な
規
格
」

「
規
格
や
認
定
の
技
術
的
基
準
が
生
産
、

取
引
又
は
使
用
の
際
の
一
定
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
い

る
」
等
へ
と
変
更

　Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
認
証
の
あ
り
方

１
、「
改
革
実
施
計
画
」
に
係
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

制
度
の
対
応
方
向

　
「
公
益
法
人
に
対
す
る
行
政
の
関
与

の
あ
り
方
の
改
革
実
施
計
画
」（
閣
議
決

定
）
に
従
い

○
製
品
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
適
合
性
の
認
証

は
、
国
に
登
録
さ
れ
た
行
政
代
行
性
の

な
い
「
民
間
機
関
」
に
よ
る
事
業
と
し

て
位
置
付
け

○
登
録
基
準
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら

れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ガ
イ
ド
65
を
採
用
し
、
法

律
に
明
記
す
る
と
共
に
、
認
定
業
務
規

程
及
び
手
数
料
の
認
可
制
を
届
出
制
に

変
更

○
登
録
認
定
機
関
に
対
す
る
事
後
チ
ェ
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ッ
ク
体
制
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
、
登

録
基
準
適
合
命
令
、
業
務
改
善
命
令
を

創
設

○
登
録
認
定
機
関
に
認
定
取
消
権
限
を

付
与
す
る
と
と
も
に
、
認
定
事
業
者
が

登
録
認
定
機
関
の
定
期
的
な
監
査
を
受

け
る
べ
き
旨
を
法
定
化

２
、
登
録
格
付
機
関
等
に
よ
る
１
種
格

付○
多
く
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
お
い
て
製
造

方
法
や
原
材
料
が
規
定
さ
れ
、
製
品
検

査
の
み
に
よ
る
格
付
（
１
種
検
査
）
で

は
規
格
適
合
性
の
判
断
が
困
難
で
あ
る

と
と
も
に
、
不
正
格
付
の
余
地
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
全
数
検
査
を
行
う
場
合

を
除
き
、
事
業
者
認
定
を
通
じ
た
製
品

認
証
制
度
に
一
本
化
す
る
方
向
で
検
討
。

そ
の
上
で
、
製
造
業
者
に
加
え
、
販
売

業
者
・
輸
入
業
者
等
が
認
定
を
受
け
、

格
付
を
行
う
こ
と
も
可
能
な
制
度
と
す

る
こ
と
を
検
討
。

３
、
そ
の
他
の
検
討
課
題

○
認
定
事
業
者
自
身
に
よ
る
検
査
・
格

付
に
加
え
、
登
録
認
定
機
関
が
少
な
く

と
も
認
定
時
及
び
監
査
時
に
最
終
製
品

の
規
格
適
合
性
に
つ
い
て
、
検
査
を
実

施
す
る
仕
組
み
を
検
討

○
第
三
者
認
証
の
信
頼
性
を
高
め
る
た

め
、
登
録
認
定
機
関
が
事
業
者
を
認
定

す
る
た
め
の
技
術
的
基
準
の
内
容
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
格
付
検
査
の
際

の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
・
測
定
・
判
定
の
方

法
に
つ
い
て
、
妥
当
性
を
科
学
的
に
検

証○
登
録
基
準
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ガ
イ
ド

65
が
採
用
さ
れ
、
専
門
的
知
見
が
必
要

と
な
る
こ
と
等
か
ら
、
農
林
水
産
省
消

（
担
当:

岡
部
、
電
話
〇
一
一
　
六
四
二

―

　
五
四
九
〇
）

―▼
神
戸
会
場

八
月
三
日
　（　）火
一
三:

三
〇
〜

農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
神
戸
セ

ン
タ
ー
（
神
戸
市
中
央
区
小
野
浜
町
一

　
四
）

―【
問
合
せ
先
】

近
畿
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

文

字
（
も
ん
じ
）、電
話
〇
七
五
　
四
五
一

―

　
九
一
六
一
内
線
二
二
三
五
）

―農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
神
戸
セ

ン
タ
ー
規
格
指
導
課
（
担
当:

岡
田
、
出

島
、
電
話:

〇
七
八
　
三
三
一
　
七
六
六

―

―

二
）

▼
仙
台
会
場

八
月
四
日
　（　）水
一
三:

三
〇
〜

仙
台
第
二
合
同
庁
舎
二
階
共
用
会
議
室

（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
　
二
　
二
三
）

―

―

【
問
合
せ
先
】

東
北
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

岩

渕
、
電
話
〇
二
二
　
二
六
三
　
一
一
一

―

―

一
　
内
線
四
三
二
六
）

▼
岡
山
会
場

八
月
四
日
　（　）水
一
三:

三
〇
〜

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
二
階
共
用
二
号

（
岡
山
市
下
石
井
一
　
四
　
一
）

―

―

【
問
合
せ
先
】

中
国
四
国
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担

当:

竹
内
、
電
話
〇
八
六
　
二
二
四
　
九

―

―

四
〇
九
）

▼
さ
い
た
ま
会
場

八
月
五
日
　（　）木
一
三:

三
〇
〜

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
二
号
館
五

階
　
共
用
大
会
議
室
五
〇
一
（
さ
い
た

ま
市
中
央
区
新
都
心
二
　
一
）

―

【
問
合
せ
先
】

関
東
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

長

崎
、
田
沼
、
電
話
〇
四
八
　
六
〇
〇
　

―

―

〇
六
〇
〇
内
線
三
二
三
一
、三
二
三
七
）

農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
規
格
指

導
課
（
担
当:

松
谷
、
石
川
、
電
話
〇
四

八
　
六
〇
〇
　
二
三
七
一
）

―

―

▼
熊
本
会
場

八
月
五
日
　（　）木
一
三:

三
〇
〜

熊
本
合
同
庁
舎
共
用
第
一
会
議
室
（
講

堂
）（
熊
本
市
二
の
丸
一
　
二
）

―

【
問
合
せ
先
】

九
州
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

禅

院
、
奥
村
、
電
話
〇
九
六
　
三
五
三
　

―

―

三
五
六
一
内
線
四
五
二
一
、四
五
二
三
）

　
な
お
、
中
間
取
り
ま
と
め
案
に
対
す

る
意
見
の
募
集
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　意
見
の
提
出
方
法

　（　）1
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提
出

　（　）2
郵
便
　
〒
一
〇
〇
　
八
九
五
〇

―

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
一
　
二
　
一

―

―

農
林
水
産
省
　
消
費
・
安
全
局
　
表
示

・
企
画
課
　
企
画
調
整
係
　
あ
て

　
提
出
の
意
見
は
、
日
本
語
に
限
る
。

個
人
は
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

職
業
を
、
法
人
は
法
人
名
・
所
在
地
を

明
記
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の

意
見
は
受
け
付
け
な
い
。

　（　）3
意
見
の
提
出
締
切
日

平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日
　（　）火
（
郵
便

の
場
合
、
消
印
有
効
）

（
http:/w

w
w
.m
aff.go.jp/w

w
w
/cou

n
sil/cou

n
sil-con

t/sy
oh
i ＿anzen/jas

/m
enu.htm

）

費
技
術
セ
ン
タ
ー
が
、
登
録
認
定
機
関

の
登
録
審
査
の
た
め
の
技
術
上
調
査
を

実
施
し
、
ま
た
、
登
録
後
の
業
務
監
査

や
立
入
検
査
等
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
担

え
る
よ
う
法
定
化

　中
間
報
告
説
明
会
開
催
日
程

▼
東
京
会
場

七
月
二
十
日
　（　）火
一
三:

三
〇
〜
　

郵
政
公
社
共
用
会
議
室
Ａ
〜
Ｃ
（
千
代

田
区
霞
が
関
一
　
三
　
二
）

―

―

【
問
合
せ
先
】

農
林
水
産
省
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

福

田
、
電
話
〇
三
　
三
五
〇
二
　
八
一
一

―

―

一
内
線
三
三
一
一
）

▼
名
古
屋
会
場

七
月
二
十
一
日
　（　）水
一
三:

三
〇
〜

東
海
農
政
局
安
田
庁
舎
三
階
会
議
室

（
名
古
屋
市
昭
和
区
安
田
通
四
　
八
）

―

【
問
合
せ
先
】

東
海
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

時

森
、
電
話
〇
五
二
　
二
二
三
　
四
六
一

―

―

一
）

▼
金
沢
会
場

七
月
二
十
二
日
　（　）木
一
四:

〇
〇
〜

石
川
県
文
教
会
館
（
金
沢
市
尾
山
十
　―

五
）

【
問
合
せ
先
】

北
陸
農
政
局
表
示
・
規
格
課
（
担
当:

長

島
、
電
話
〇
七
六
　
二
三
二
　
四
一
一

―

―

三
）

▼
札
幌
会
場

七
月
二
十
七
日
　（　）火
一
三:

三
〇
〜

「
か
で
る
２
．
７
」
四
階
大
会
議
室

（
札
幌
市
北
区
北
二
条
西
七
丁
目
）

【
問
合
せ
先
】

北
海
道
農
政
事
務
所
表
示
・
規
格
課
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　　全
木
連
に
「
木
材
利
用
推
進
へ
の
対
応
」
を
期
待

　　　　　　企
業
が
抱
え
る
当
面
の
課
題
は
「
販
路
開
拓
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
全
木
連
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
　

―

―

　第
三
十
二
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　展
示
会
の
日
程
決
ま
る

　　　　　　　　〜
八
月
初
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
七
会
場
〜

（096）-389-0022

11月18日　（　）木

11月17日　（　）水

　　　　北浜市場
（048）-798-0453

丸宇木材市売㈱

（0598）-20-2211
ウッドピア市売　（　）協

11月11日　（　）木

10月6日　（　）水

9月9日　（　）木

8月5日　（　）木

肥後木材㈱

（0478）-73-7611
　　　　大栄浜市場
丸宇木材市売㈱

（0868）-28-7777
㈱津山綜合木材市場

（03）-3521-7111
東京木材市場㈱

8月3日　（　）火 （052）-881-1551
㈱東海木材相互市場

名古屋

埼　　玉

三　　重

熊　　本

千　　葉

岡　　山

東　　京

展示会場（TEL）審査年月日会　　場

第32回ＪＡＳ製材品普及推進展示会
日　　程　　表

　
全
木
連
で
は
、
本
年
二
月
中
旬
か
ら
三
月
初
旬
に
か
け
て
モ
ニ

タ
ー
（
百
八
十
五
企
業
）
に
対
し
、
全
木
連
に
期
待
す
る
事
業
、

経
営
上
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

回
答
率
は
七
七
％
に
達
し
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　
全
木
連
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
情
報

提
供
の
見
直
し
、
十
六
年
度
事
業
計
画
の
円
滑
な
実
施
、
十
七
年

度
林
産
関
連
予
算
の
確
保
等
に
向
け
て
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
全
木
連
の
事
業
活
動
情
況
は
、
全
木

連
、
県
木
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

ら
れ
を
活
用
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
は
予

想
以
上
に
少
な
く
、
業
界
紙
か
ら
の
入

手
が
圧
倒
的
に
多
い
。

Ｑ
Ⅱ
　
全
木
連
が
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
活
動
の
中
で
、
特
に
、
今
後
と
も
引

き
続
き
継
続
し
て
欲
し
い
事
業
（
三
つ

以
内
選
定
）

１
　
木
材
利
用
推
進
へ
の
対
応
＝
七
二

２
　
木
材
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
＝
六
八

３
　
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
エ
ネ
問
題

へ
の
対
応
＝
五
〇

○
加
工
業
は
「
木
材
利
用
推
進
へ
の
対

応
」、流
通
業
は
「
木
材
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推

進
」
を
一
位
に
挙
げ
て
い
る
。
注
目
の

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
普
及
」
は
加
工
業
で

五
位
、「
価
格
表
示
の
見
直
し
」
は
流
通

　
第
三
十
二
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推

進
展
示
会
に
つ
い
て
は
、
先
に
主
催
者

団
体
で
あ
る
全
木
連
、
全
市
連
、
全
買

連
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
開
催
打
合
せ
会
議

に
お
い
て
、
開
催
日
程
を
別
表
の
と
お

り
決
定
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
審

査
要
領
の
「
審
査
項
目
と
採
点
の
細
目
」

の
一
部
を
見
直
し
、
次
の
と
お
り
暫
定

的
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

①
乾
燥
材
と
未
乾
燥
材
の
差
の
解
消
に

つ
い
て

　
乾
燥
材
と
未
乾
燥
材
の
差
の
解
消
を

図
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
未
乾
燥
材
を

出
展
し
て
も
減
点
な
し
と
し
て
、
大
臣

賞
も
受
賞
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

②
工
場
に
お
け
る
出
荷
材
の
う
ち
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
格
付
実
績
（
二
十
点
）
に
つ
い
て

　
開
催
年
度
に
認
定
を
受
け
た
工
場
に

あ
っ
て
は
、
減
点
し
な
い
。
そ
れ
以
外

業
で
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
Ⅲ
　
今
後
、
全
木
連
で
企
画
・
製
作

し
て
欲
し
い
も
の
。

１
　
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
・
シ
ン
ポ
＝

四
〇

２
　
講
習
会
・
研
修
会
＝
三
六

３
　
パ
ン
フ
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
＝
三
一

○
「
木
材
フ
ェ
ア
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
一
位
と
な

っ
て
い
る
。
流
通
業
で
は
顧
客
へ
配
布

す
る
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

の
作
成
・
配
布
を
一
位
に
挙
げ
て
い
る
。

Ｑ
Ⅳ
　
現
在
、
会
社
で
検
討
・
見
直
し

を
し
て
い
る
事
案
（
五
つ
以
内
選
定
）

１
　
販
路
開
拓
＝
八
〇

２
　
人
材
の
育
成
・
確
保
＝
七
九

３
　
顧
客
対
策
＝
五
二

○
需
要
拡
大
に
向
け
た
販
路
開
拓
、
優

秀
な
人
材
の
育
成
・
確
保
が
上
位
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
加
工
業
は
「
設
備

投
資
」
四
位
、「
新
製
品
・
新
技
術
開
発
」

五
位
、「
焼
却
炉
対
策
」
六
位
、「
省
力
化

・
機
械
化
」
七
位
、
流
通
業
は
「
新
規

事
業
」
四
位
、「
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
」
五
位
、

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
調
査
結
果
の
概
要
（
総
計
の
上
位
三

位
ま
で
）
は
次
の
と
お
り
。

○
全
木
連
モ
ニ
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
概
要

・
調
査
日
＝
平
成
十
六
年
二
月
二
十
日

　　〜
三
月
五
日

・
モ
ニ
タ
ー
＝
百
八
十
五
企
業
（
加
工

　　業
百
二
十
一
、
流
通
業
六
十
四
）

・
回
答
数
＝
百
四
十
二
企
業
（
加
工
業

　　九
十
四
、
流
通
業
四
十
八
）

・
回
答
率
＝
七
六
・
八
％
（
加
工
業
七

　　七
・
七
％
、
流
通
業
七
五
％
）

（
数
字
は
加
工
業
・
流
通
業
合
計
の
回

答
数
）

Ｑ
Ⅰ
　
全
木
連
の
事
業
活
動
の
入
手
方

法
（
複
数
回
答
可
）

１
　
業
界
新
聞
＝
九
四

２
　
全
木
連
時
報
＝
五
九

３
　
県
木
連
時
報
＝
五
三

の
認
定
工
場
に
あ
っ
て
は
、
前
年
の
格

付
け
実
績
が
一
回
以
上
あ
れ
ば
減
点
し

な
い
。
た
だ
し
、
実
績
ゼ
ロ
の
場
合
は
、

二
十
点
減
点
す
る
。

③
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
木
材
市
場
へ
の
出

荷
実
績
（
十
点
）
に
つ
い
て

　
開
催
年
度
に
認
定
を
受
け
た
工
場
お

よ
び
初
出
展
工
場
に
あ
っ
て
は
、
減
点

し
な
い
。
そ
れ
以
外
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工

場
に
あ
っ
て
は
、
昨
年
の
市
場
出
荷
実

績
が
一
回
以
上
あ
れ
ば
減
点
し
な
い
。

た
だ
し
、
実
績
が
な
い
場
合
は
、
十
点

減
点
す
る
。

④
出
品
、
定
量
に
つ
い
て

　
製
造
材
・
下
地
材
は
、
今
ま
で
ど
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
k
以
上
と
す
る
。
た

だ
し
、
造
作
材
に
つ
い
て
は
、
家
一
軒

当
た
り
の
使
用
量
が
激
減
し
て
い
る
等

の
理
由
か
ら
二
k
以
上
と
す
る
。
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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弱　含　み

平成16年7月25日（日曜日） （第556号）（第三種郵便物認可）

　　林
産
物
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
策
全
国
協
議
会

　　　　　　　　　　派
遣
団
の
台
湾
訪
問

担
当
官
と
面
談
し
、
我
が
国
の
主
張
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
環
境
材
と
し
て

の
森
林
の
重
要
性
、
活
発
な
林
業
生
産

活
動
に
よ
る
森
林
の
循
環
利
用
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
我
が
国

の
主
張
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
旨
の
回

答
を
得
た
。

　
ま
た
、
業
界
ベ
ー
ス
の
意
見
交
換
の

場
と
し
て
、
木
材
工
業
同
業
公
会
、
木

材
輸
出
業
同
業
公
会
、
中
華
造
林
事
業

協
会
等
の
民
間
団
体
と
の
会
合
を
持
っ

た
が
、
全
面
的
に
我
が
国
と
同
一
歩
調

を
と
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
林
野
庁
を
通
じ
政

府
に
報
告
し
、
今
後
の
政
府
に
よ
る
Ｗ

Ｔ
Ｏ
交
渉
の
推
移
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

6月分集計表
モニター数91　　回答数73　　回収率80％

増加22％（16）
増加18％（13）
上昇26％（19）
上昇47％（34）

増加23％（17）
増加14％（10）
上昇23％（17）
上昇34％（25）

48％（30）
29％（17）
30％（17）
13％（　8）
51％（30）

55％（37）

減少19％（14）
減少20％（15）
下降　0％（　0）
下降　4％（　3）

減少10％（　7）
減少18％（13）
下降　0％（　0）
下降　4％（　3）

　2％（　1）
　3％（　2）
　3％（　2）
18％（11）
　5％（　3）

　0％（　0）

50％（31）
68％（39）
67％（38）
69％（42）
44％（26）

45％（30）

変わらず59％（43）
変わらず62％（45）
変わらず74％（54）
変わらず49％（36）

変わらず67％（49）
変わらず68％（50）
変わらず77％（56）
変わらず62％（45）

モニター数88　　回答数75　　回収率85％

増加23％（17）
増加　9％（　7）
上昇11％（　8）
上昇27％（20）

増加24％（18）
増加17％（13）
上昇　5％（　4）
上昇23％（17）

44％（15）
23％（　5）
47％（15）
13％（　7）

43％（　9）

減少27％（20）
減少31％（23）
下降　4％（　3）
下降10％（　8）

減少13％（10）
減少19％（14）
下降　7％（　5）
下降　4％（　3）

　0％（　0）
　4％（　1）
　3％（　1）
11％（　6）

　5％（　1）

56％（19）
73％（16）
50％（16）
76％（42）

52％（11）

変わらず50％（38）
変わらず60％（45）
変わらず85％（64）
変わらず63％（47）

変わらず63％（47）
変わらず64％（48）
変わらず88％（66）
変わらず73％（55）

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
木
材
な
ど
の
非
農

産
品
の
市
場
ア
ク
セ
ス
問
題
に
関
す
る

交
渉
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
本
部
で
あ
る
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
に
お
い
て
精
力
的
に
交
渉
が
つ
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
木
材
の
関
税
に
関
し
て
は
、
従
来
か

ら
の
我
が
国
の
主
張
は
、
国
ご
と
に
ま

た
品
目
ご
と
に
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
か
つ
分
野
別
関
税
撤
廃
に
は
反

対
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
、
こ
の
立
場

に
対
す
る
各
国
の
理
解
と
協
力
を
得
る

た
め
に
、
政
府
ベ
ー
ス
で
は
外
交
チ
ャ

ン
ネ
ル
や
経
済
協
力
の
交
渉
を
通
じ
て

各
国
に
働
き
掛
け
て
き
て
い
る
が
、
民

間
業
界
と
し
て
も
各
国
政
府
や
そ
の
業

界
に
対
し
我
が
国
の
立
場
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
理
解
を
求
め
る
活
動
が
必

要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
林
産
物
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
策
全
国

協
議
会
は
、
昨
年
の
韓
国
に
引
き
続
き
、

今
年
は
台
湾
へ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
派
遣
団
は
、
森
林
、

林
業
、
木
材
関
係
団
体
を
代
表
し
て
全

森
連
の
飯
塚
昌
男
会
長
が
団
長
と
な
り
、
全

木
連
か
ら
も
角
谷
常
務
理
事
が
参
加
し
た
。

　
派
遣
団
は
、
台
北
に
お
い
て
台
湾
政

府
行
政
院
の
経
済
部
国
際
貿
易
局
、
農

業
委
員
会
国
際
合
作
処
及
び
林
業
局
の


